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The structural precursor of the stylet sheath is a proteinaceous substance secreted from 

the A-follicle of the principal salivary gland of Nilaparvata lugens STAL and Laodelphax striatellus 
FALLEN, and from the IV-cells of the principal salivary gland of Nephotettix cincticeps UHLER 
and Inazuma dorsalis MOTSCHULSKY. This substance was also found to be impregnated with a 
lipoid substance, which is secreted from the G- and H-follicles and the V-cells to prevent 
the proteinaceous substance adhering onto the stylets during coagulation. It is considered that 
a quinone-tanning reaction is involved in the stylet sheath formation: In N. lugens and L. 
striatellus, the proteinaceous substance from the A-follicle is solidified by quinones elaborated 
in the E-follicle where a polyphenol oxidase occurres; while in N. cincticeps and I. dorsalis, the 

polyphenol compounds secreted with the proteinaceous substance from the IV-cells become 
oxidized to quinones by the action of polyphenol oxidase discharged from the V-cells, and 
the resultant quinones react with the proteinaceous substance. These structural precursor and 

quinone-tanning reagents are thought to be secreted separately so as to avoid the gelling of 
the proteinaceous substance within the ducts and the salivary cannal. It is doubtful that 
disulphide bonds are concerned in the coagulation of the sheath material, because no histo-
chemical evidence indicated the occurrence of SH-rich proteins in the salivary glands of the 
rice plant leafhoppers. It is likely that the stylet sheath serves to bundle the stylets protruded 
beyond the rostrum, and anchors the mandibular stylets to facilitate the penetration of the 
maxillary stylets into the plant tissues.

食 植 性 半 翅 目昆 虫 の 多 くが 吸 汁時 口針 を 植 物 体 内 に挿

入 し吸 汁 部 位 へ 到 達 させ る過 程 にお い て,口 針 鞘(stylet 

sheath)と 呼 ばれ る構 造 物 を形 成 す る こ とが 以前 か ら知

られ て お り(例 えば,SMITH, 1926; BENNETT, 1934; 

STOREY, 1938; HOUSTON et al., 1947; DAY et al., 1952),

ウ ン カ ・ヨ コバ イ 類の うち,ヒ メ トビ ウ ン カ,ト ビイ

ロ ウ ン カ,お よび ツ マ グ ロ ヨ コバ イ の 口針 鞘 に つ い て

は,そ れ ぞ れ 孫 工 ・桜 井(1965), SOGAWA and PATHAK 

(1970),お よび 内藤 ・正 木(1967)に よ って調 べ られ,

これ ら昆 虫の 吸 汁 習 性 や ウ イ ル ス病 媒 介 に 関す る有 益 な

知 見 が もた ら され て い る。 なお セ ジ ロ ウ ンカ とイ ナヅ マ

ヨ コバ イ も 他 の ウ ンカ ・ヨ コバ イ類 と 同 様 な 口針 鞘 を

形 成 す る こ とが 認 め られ て い る(著 者,未 発 表)。 ま た こ

の 口針 鞘 を形 成 してい る物 質,即 ち 口針 鞘 物質(sheath 

material),の 主 成 分 は組 織化 学 反 応 を 調 べ た結 果 か ら,

蛋 白質 ま た は リポ 蛋 白質 が 主 体 で あ る と考 え られ て お り

(SMITH, 1933; MILES, 1960a; SOGAWA, 1967a),

そ れ が 唾 腺 の 特 定 の 組 織 か ら 分 泌 され る こ とも わ か っ

てい る(MILES, 1960b; SOGAWA, 1967b)。 STOREY 

(1939)とDAY et al. (1952)は ヨ コバ イ類 の 口針 挿 入

運 動 を顕 微 鏡 下 で観 察 し,口 針 の 突 出 に とも ない そ の先

端 か ら粘 液 状 の 口針 鞘 物質 が 分 泌 され,口 針 の 周 囲 で 速
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や か に凝 固 し管 状 の 口針 鞘 が 形成 さ れ て い く過 程 を 詳 細

に記 述 し てい る。MILES (1964, 1965, 1967, 1969)は

この 口針 鞘 物 質 の凝 固 反 応 に注 目 し,カ メ ム シ類 を 材 料

に研 究 を行 い,口 針 鞘 物 質 の 蛋 白分 子 中 の遊 離SH基

が 分 泌 後 酸 化 され ジ サ ル フ ァイ ド結 合 が生 じ るた め に 蛋

白質 が 凝 固 す る と結 論 して い る。

本 稿 で は,す で に 得 られ て い る ウ ン カ ・ヨ コバ イ類

の 唾 腺 の 組 織構 造 お よび 生 理 機 能 に 関 す る知 見(SO-

GAWA, 1965, 1967a, 1968a, b)な らび に そ れ 以 降 の 研

究 結 果 を も併 せ,こ れ らの 昆 虫 に よ る 口針 鞘 形 成 の 機 構

を考 察 し た結 果 を報 告 す る。

本 文 に は い る に先 だ ち,終 始 ご指 導 を た ま わ った 名 古

屋大 学 農 学 部 害 虫 学教 室 の 弥 富 喜三 教 授 お よび 斎 藤 哲 夫

助 教 授,な らび に 校 閲 を して い た だ い た 農 林 省 農 業 技 術

研 究 所 の 奈 須壮 兆 博 士 に 心 か らお 礼 を 申 し上 げ る。

材 料 と 方 法

唾 腺 の 組 織化 学 的 実 験 には ヒ メ トビウ ン カLaodel-

phax striatellus FALLEN,ト ビイ ロウ ン カ Nilaparvata 

lugens STAL,ツ マ グ ロ ヨ コバ イNephotettix cincticeps 

UHLER,お よ び イ ナ ヅ マ ヨ コバ イ Inazuma dorsalis 

MOTSCHULSKYの 成 虫 を 用 い,と くに 記 述 しな い 限 り

LISON (1960)の 組 織 化 学 的 方 法 に従 い実 験 を行 な った 。

唾 腺 の 各 分 泌 組 織 の 名 称 は 寒 川(1968)の 記 載 と同様 で

あ る。

実 験 結 果

1. 口 針 鞘 物 質 の 分 泌 組 織

ヒ メ トビ ウ ン カ と ツ マ グ ロ ヨ コバ イの 唾 腺 の組 織 学,

お よ び 組 織 化 学 的 研 究 につ い て は 既 に 報 告 した の で

(SOGAWA, 1965, 1967a),こ こ では 未 調 査 の トビイ ロ

ウ ン カ と イナ ヅ マ ヨ コバ イの 唾 腺 につ い て 実 験 を 行 な

い,そ の結 果 これ ら両 種 の 唾 腺 の 組 織 構 造 が ヒ メ トビウ

第1表 トビイ ロウン カとイナヅマ ヨコバイの唾腺におけ る

口針鞘物質(蛋 白質)分 泌組 織の組 織化学反応

+～+++: 陽性反応,-: 陰性反応,±: 微弱

ンカまたはツマグロヨコバイの場合とほとんど同様であ

ること,お よび組織化学試薬に対する反応から トビイロ

ウンカの唾腺では主腺のA組 織に蛋白質が,Gお よびH

組織に脂質が,ま たイナヅマヨコバイではIV組 織 に蛋白

質が,そ してV組 織に脂質がそれぞれ含有されているこ

とがわか り,こ れ らの組織が 口針鞘物質の分泌組織であ

ると考えられ,既 報の実験結果を再確認した(図 版,第

1～2表)。

第2表 トピイロウンカとイナヅマヨコバイの唾腺における

脂質分泌組織の組織化学反応

II.SH基 の 検 出

MILES (1964, 1965, 1967, 1969)は カ メ ム シ と ア ブ

ラ ム シの 唾 腺 で 生 産 され る 口針 鞘 物 質 がSH基 を 有 す

る こ と,お よび 形成 され た 口針 鞘 をSS基 還 元 剤 で処 理

す れ ば 溶 解 す る こ とか ら,口 針 鞘 物 質 の 凝 固 は蛋 白分 子

間 に ジサ ル フ ァイ ド結 合 が 生 じ る結 果 で あ る と述 べ て い

る。 そ こで ウ ン カ ・ヨ コバ イ類 の 唾 腺 のA組 織 とIV組

織 に含 まれ る蛋 白性 分 泌 物 がSH基 を有 して い るか 否 か

を2種 の 化 学 反 応,即 ち 有 機 水 銀 試 薬 で あ るBENNETT

試 薬(1-(4-chloromercuriphenylazo)-2-naphtol)に よ

る メル カ プ チ ッ ド形 成,お よびDDD試 薬(2,2'-dihy-

droxy-6,6'-dinaphtyldisulfide)に よ る エ ス テ ル化 反 応 に

基 づ く組 織 化 学 的 方 法 と,ヨ ー ド,マ レ イ ミ ドの ご と き

第3表 SH基 検 出試 薬に対 す るウ ンカ ・ヨコバ イ類の唾腺

の口針鞘 物質 分泌組織 の組織化 学反応

?:チ オ グ リセロールに よる前処理に よ り組 織が紫色に呈色

す る。
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SH基 封鎖試薬,お よび還元剤であるチオグ リセロール

やKCNに よる前処理を併用し調べた。 その結果は第

3表 に示 したように,4種 のウンカ・ヨコバイ類の唾腺

分泌物における遊離SH基 の存在を肯定するに十分な

陽性反応は認められなかった。

III. ポ リフェノール酸化酵素活性

ウンカ ・ヨコバイ類の唾腺主腺E組 織 およびV組 織

に,そ の 基質特異性 においてKARLSON and LIEBAU 

(1961)が ニクバエ幼虫で証明したo-dihydric phenolase

に類似 したポ リフェノール酸化酵素が存在することを既

報 した(SOGAWA, 1968a)。 また同様なポ リフェノール

酸化酵素活性が形成直後のヨコバイ類の口針鞘にも認め

られた。しかしウンカ類の口針鞘にその様な酵素活性は

認められなかった。この事からウンカ類の唾腺E組 織に

存在するポ リフェノール酸化酵素は細胞内酵素であり,

その細胞でのキノン化合物の生産に関与 している可能性

が考えられるので,E組 織 におけるキノン化合物の存在

を調べるために二 ・三の実験を行なった。

10%食 塩 ホルマリン液で 短時間固定した ウンカの唾

腺を トリジンまたは α-ナフ トール溶液に浸す とE組 織

にそれ らの酸化誘導体による着色が生 じた。また同組織

にM-ナ ジ反応(α-naphtol+N, N-dimethyl-p-phenyl-

endiamine)が 認 められたが,こ の反応はポ リフェノー

ル酸化酵素等の銅酵素を特異的に不活化するジエチルチ

オカルバ ミン酸ナ トリウム(DIECA)に よって 阻害さ

れなかった。これ らの結果か ら,ウ ンカ類の唾腺E組 織

にポリフェノール酸化酵素と共に酸化性物質,多 分キノ

ン化合物の存在が強 く暗示された。なおE組 織における

α-ナ フ トールの 酸化現象に関連 し,過 酸化酵素活性の

存在も考えられるのでフクシン白色誘導体試薬を用いて

調べたが全く認められなかった(第4表)。

第4表 トビイロウンカとヒメトビウンカの唾腺E組 織に

おけるポリフェノール酸化酵素活性および酸化物質

(キノン)の 存在を示す組織化学反応

IV. ポ リフ ェ ノー ル 化 合 物 の 検 出

前 節 で ウ ン カ ・ヨ コバ イ類 の 唾 腺 に ポ リフ ェ ノ ール 酸

化酵素が存在 し,ヨ コバイ類では その酵素が 直接分泌

されることを述べたが,こ の事からとくにヨコバイ類の

唾腺の他の組織からその酵素の基質となるべ きポ リフェ

ノール化合物が分泌されていると考えられるので,各 種

の組織化学的方法,即 ち芳香環,フ ェノール性水酸基,

お よび還元性に対する化学反応にもとず く方法を応用 し

検討 した。その結果は第5表 に示 したように,ヨ コバイ

類の唾腺IV組 織 はジアゾ化ベンチジンまたはp-ニ トロ

ベ ンゼンフッ化ホウ素酸塩試薬の処理によ り黄橙色に染

められること(ア ゾ反応),ミ ロン試薬および5-ニ トロ

ソ-8-ヒ ドロキシキノリン・硫酸試薬により明確な陽性

反応を呈すると共に強いインドフェノール反応を示すこ

とから,同 組織にフェノール化合物が存在することは明

らかであった。さらにIV組 織 はフェリシアン化第二鉄反

応,銀 親和性反応,お よび燐モリブデン酸アンモニウム

反応を示 し,沃 素酸カリ飽和5%ホ ル マリン溶液処理

によ り機褐色に変色することから,同 組織に含まれてい

るフェノール化合物が還元性を有するポリフェノール化

合物であると考えられる。なお死後数10分 た ったヨコ

バイを リンゲル液中で解剖し唾腺を摘出した場合,IV組

織 のとくにV組 織 と接する部分に褐変が認められること

が多く,こ の現象からもIV組 織 にポ リフェノール化合物

が含有されていることが示唆され る。 ウンカ類の唾腺に

おいてはA組 織に蛋白質中のチロシン残基にもとず くと

思われるアゾ反応,ミ ロン反応等が認められたが,ポ リ

フェノールの存在を示す還元反応は全 く陰性であった。

第5表 フェノール類検出試薬に対するウンカ・ヨコバイ

類の唾腺IV組 織の化学反応

論 議

ウ ン カ ・ヨ コバ イ類 の 口針 鞘 はい ず れ も リポ蛋 白性 の

物 質 で 形 成 され て お り(SOGAWA, 1967a),そ の 前 駆
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物質はツマグロヨコバイの唾腺ではIVお よびV組 織で,

またヒメトビウンカの唾腺ではA,Gお よびH組 織で

生産されていることが明らかにされているが(SOGAWA,

1967b),今 回の実験で イナヅマヨコバイ とトビイロウ

ンカの唾腺についても 同様の結果を得た(第1,2表)。

またウンカ・ヨコバイの唾腺には1種 のポ リフェノール

酸化酵素が存在 してお り(SOGAWA,1968a),口 針 鞘形

成の際に昆虫表皮におけるself-tanning反 応 に類似した

機構によって分泌された口針鞘物質の凝固を促進させて

いると考えられる(寒川,1968)。 しかしこのポ リフェノ

ール酸化酵素の口針鞘形成への関与のしかたはウンカと

ヨコバイとでは明らかに異なっていると考えられる。す

なわちウンカは口針鞘形成時ポ リフェノール酸化酵素を

直接分泌することなく(SOGAWA,1968a),本 酵素を含

む唾腺E組 織でキノン化合物を生成し,口 針鞘物質と共

に排出するようであ り(第4表),こ の キノン化合物が主

に唾腺A組 織から分泌される蛋白性物質に作用 し,そ の

凝固をうながすと考えることができる(第2図A)。 この

点は次にのべるヨコバイ類,あ るいはカメムシ類,ア ブ

ラムシ類(MILES,1964,1965)と 明 らかに異なるところ

である。なおウンカの唾腺にはヨコバイの場合と異なり

ポ リフェノール酸化酵素の基質となるポリフェノール化

合物を分泌する組織が存在 しないことは(第5表),上 記

の説明と矛盾しない。一方形成直後のヨコバイの口針鞘

は強いポ リフェノール酸化酵素活性を示し,唾 腺V組 織

に存在する同酵素が口針鞘物質と共に直接分泌されてい

ることがわかる(SOGAWA,1968a)。 また別の組織であ

るIV組 織 には,ウ ンカの唾腺か ら検出されなかったポ リ

フェノール化合物が口針鞘の主成分である蛋白性物質と

共に存在 していることが証明された(第5表)。 これら

の事実から考えてヨコバイでは口針挿入時,唾 腺IVお よ

びV組 織から分泌される両成分が混合されると,V組 織

からのポ リフェノール酸化酵素はIV組 織からのポリフェ

第2図 ウンカ(A),ヨ コバイ(B)類 の口針鞘形成時

分泌する各種唾腺分泌物およびそれらの相互作用。

ノール化合物を酸化 しキノンを生成する。 この様にして

生成されたキノンは同時にIV組 織 から分泌されている蛋

白性物質にただちに作用 し凝固させると考えることがで

きる(第2図B)。BENNETT(1934)は ヨコバイの1種

Circulifer tenellus (BAKER)の 口針鞘が形成後速やかに

褐変するとのべてお り,ま た庶糖液中に形成 されたオオ

ヨコバイやツマグロヨコバイの口針鞘にもしばしばこは

く色を呈するものが見い出されるが(SOGAWA,1967a),

この様な呈色はポリフェノール酸化酵素の作用の結果と

思われる。以上のべたようにウンカ ・ヨコバイ類の口針

鞘物質の凝固にキノンタンニング反応が関与している可

能性が考えられるのであるが,MILES(1967)は ポ リフェ

ノール酸化酵素を分泌する附属腺の排出管を切断された

ナガカメムシの1種Oncopeltus fasciatus (DALL.)が 外

観上正常なものとほとんど変 らぬ口針鞘を形成すること

を見い出している。 しか しながらこの実験結果か ら口針

鞘物質の凝固にポリフェノール酸化酵素が積極的に関与

していないと結論を下す ことは妥当ではないと思 う。な

ぜならばFIFE (1932), STOREY (1939)お よびMILES

(1965)は ヨコバイやアブラムシが 吸汁時アルカリ性の

分泌液を排出することを証明しているが,口 針鞘物質 と

共に分泌されるポリフェノール化合物はアル カリ性の状

態において極めて 容易に酸化されキノンに変化するた

め,必 ず しもポリフェノール酸化酵素が関与 しなくとも

口針鞘物質の凝固反応が進行する可能性もあるからであ

る。しか し酵素が存在すればその反応が一層速やかに進

行することは明らかであり,口 針鞘が後述する機能を発

揮するうえに必要なことは,分 泌後できるだけ早 く凝固

することである。またBENNETT (1934), STOREY (1939), 

BRAUN and MARAMOROSH (1951)お よびDAY et al. 

(1952)の 観察記述からも察せられるとお り口針鞘物質

自体がすでに液体中または空気中に分泌された時,容 易

には溶解 したり拡散しない程度の粘性をもった物質であ

ることも事実であると思われる。奈須(1965)が 示 した

ツマグロヨコバイの唾腺IV組 織 中の分泌顆粒の電子顕微

鏡像は,そ の分泌物が均質な物質でなく繊維束状を呈 し

ていることは興味を引 く点である。MILES (1964, 1965, 

1967, 1969)は ポ リフェノール酸化酵素によるキノンタ

ニング反応に代る機構 としてジサルファイ ド結合による

蛋白分子の重合による凝固の可能性を主張しているが,

今回の実験でウンカ ・ヨコバイ類の唾腺A組 織またはIV

組 織に含まれる蛋白性分泌物が 遊離SH基 に富むこと

を証明するための 十分な 特異的反応は 認められ なかっ

た。
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STOREY (1939)とDAY et al. (1952)は ヨコバイ類

の 口針挿入にともなう口針鞘の形成過程を詳細に観察

し,口 針鞘物質が口針の後退運動時分泌され,ひ きつづ

き前進する口針によって鞘状に形成され,こ の様な運動

の 反復によって 口針鞘の長さを増 してい くと述べてい

る。全く同様な事実がツマグロヨコバイによる寒天ゲル

中での 口針鞘形成時に認められた(著 者,未 発表)。 ま

たSTOREY(1938)お よび内藤 ・正木(1967)は ヨコバ

イの口針鞘が色素に対する着染性を異にする内外2層 を

有することを認めてお り,著 者(SOGAWA,1968a)も

ツマグロヨコバイの口針鞘におけるポ リフェノール酸化

酵素活性が口針鞘内層に限られる場合があることを観察

している。 これ らのことが らも考えに入れキノンタンニ

ング反応に基づくウンカ・ヨコバイ類の口針鞘形成の基

本的 な機序を次のように想定することができる(第3

図)。

第3図 ウンカ ・ヨコバ イ類 の口針挿入 に ともな う口針鞘

形成過程の模式図。

口針{ 黒,大 腮刺針
 白,小 腮刺針

口針鞘{ 白色部,蛋 白性口針鞘物質
 点刻部,キ ノンタンニング反応によ り凝 固 した部分

1. ウ ン カ

(1) 突出 した小腮刺針は唾腺A組 織からの蛋白性物

質を分泌し,大 腮刺針の停止位置まで後退する。

(2) 小腮刺針は唾腺E組 織か らキノン化合物を,ま

たGお よびH組 織からリポイ ド性物質を分泌しつつ,左

右の大腮刺針の運動に同調 し前進する。

(3) 大 腮刺針はその先端部を凝固した口針鞘内壁に

密接固定 し,小 腮刺針の前進を容易にする。前進した小

腮刺針が目的部位に到達しなければ再び(1)(2)(3)

を反復する。

II. ヨ コ バ イ

(1) 突出 した小腮刺針は唾腺IV組 織からのポリフェ

ノール化合物を含む蛋白性物質を分泌し,大 腮刺針の停

止位貴まで後退する。

(2) 小腮刺針は唾腺V組 織からポリフェノール酸化

酵素を含む リポイド性物質を分泌しつつ,左 右の大腮刺

針の運動に同調し前進する。

(3) ウンカの場合と同様

いずれの場合も口針鞘形成は2段 階の分泌過程を経て

なされているとみなされる。すなわちまず最初に口針鞘

の主成分である蛋白性物質を分泌 し,そ の次に凝固促進

のためにキノンあるいはポ リフェノール酸化酵素を分泌

し,前 者を硬化させていると考えられる。 この様に2段

階に分けて分泌するとは,口 針鞘物質が唾腺分泌導管内

や小腮刺針内の唾液溝内で凝固することを防止するため

に必要なことと思われる。またキノンやポ リフェノール

酸化酵素と共に分泌されるリポイド物質は急速に凝固す

る 口針鞘物質が 口針上に 固着することを 防ぐ役目を有

していると思われる。 そしてこの リポイド性物質 は 口

針鞘中へ 浸潤 しズダン好性の 原因 となるばか りでなく

(SOGAWA,1967a),一 部は口針外へも拡散 しているよ

うである(SOGAWA,1968c)。 口針鞘の機能については

MILES(1959)お よびNAULT and GYRISCO (1966)が 諸

説をまとめているが,ウ ンカ ・ヨコバイ類の口針鞘の場

合は摂食時下唇溝から遊離し植物組織内へ挿入される2

対 の刺針を結束させると共に,大 腮刺針先端の鋸歯状部

を口針鞘内壁に密接固定しその後退をくいとめた状態で

大腮刺針索引筋 および 小腮刺針伸出筋 を 収縮させた場

合,虫 体の体重以上の圧力を小腮刺針先端部に集中する

ことが可能とな り,植 物細胞膜等の慣通が容易に行なわ

れると考えられ,そ こに口針鞘形成の本来の意味がある

ように思われる。MILES(1959)は ナガカメムシの1種 が

口針鞘物質を口針挿入に抵抗がある場合に分泌すること

を見い出しているが,こ の事実は上述の口針鞘の機能を

暗示してお り,同 論文中彼が提唱した口針鞘による吸汁

液の漏出防止機能は二次的効果と思われる。さらに口針

鞘の機能に対する上記の考えを裏付ける事実 として,口

針挿入の初期段階以外は小腮刺針のみが単独に進入し柔

組織か ら吸汁する 一部のヒメヨコバイ類は明瞭な口針鞘

を形成 しないということをあげることができる(SMITH, 

1926; PUTMAN, 1941; POLLARD, 1968)。 またツマグロ

ヨコバイが寒天中に口針を挿入する場合にも,あ る程度

の深さまで口針鞘を形成しつつ大小腮刺針を進めた後,

小 腮刺針のみで左右方向へさらに挿入が行なわれる場合

が多く,そ の場合にも多少の口針鞘物質が不規則に分泌

されるが,完 全な口針鞘は形成されず,口 針鞘形成と大

腮刺針の運動 との間に密接な関係があることを示 してい

る。口針鞘が既述のごとき機能を発揮するためには,で
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きるだけ速やかに凝固し硬化する必要があ り,そ の凝固

に要する時間を無視し,ポ リフェノール酸化酵素の働 き

がなくとも口針鞘物質の凝固が起るという現象から,そ

の酵素の役割を過小評価することは早計だ と思われる。

摘 要

1) ウンカ ・ヨコバイ類,ト ビイロウンカ,ヒ メトビ

ウンカ,ツ マグロヨコバイ,お よびイナヅマヨコバイ,

が摂食時口針を植物組織中に挿入しつつ分泌する口針鞘

物質の唾腺での産生組織,お よびその物質が分泌された

後凝固し口針鞘を形成する機構について,唾 腺分泌物の

組織化学的分析結果にもとづき検討 した。

2) 口針鞘物質の主成分はウンカでは唾腺A組 織,ま

たヨコバイでは唾腺IV組 織から分泌される蛋白性物質で

あ り,そ の他に前者ではG・H組 織,後 者ではV組 織に

由来するリポイド性物質 の 一部分 が 凝固反応時混入す

る。この リポイド性物質の本来の役割は口針鞘物質が急

速に凝固する際,口 針に固着することを防止することで

あると考えられた。

3) 口針鞘物質の凝固硬化はキノンタンニング様反応

によって促進される。ウンカの場合は唾腺E組 織に存在

するポリフェノール酸化酵素によって生産されるキノン

物質が,ま たヨコバイの場合は唾腺IV組 織 から蛋白性物

質と共に分泌されるポリフェノール化合物が,V組 織 か

ら口針外へ直接分泌されるポリフェノール酸化酵素によ

って酸化され生じるキノン物質が,蛋 白性物質 と反応 し

凝固させると考えられた。また唾腺の分泌管内あるいは

小腮刺針の唾液溝内で口針鞘物質の凝固反応が起ること

を防止するために,口 針鞘形成に際してまず蛋白性物質

が分泌され,そ の後からキノン物質またはポリフェノー

ル酸化酵素が分泌されていることが暗示された。

4) 口針鞘物質の主成分である蛋白性物質が遊離SH

基 を有することを示す組織化学反応は得られず,SH基

の 自動酸化の結果生 じる蛋白分子間のジサルファイド結

合によって口針鞘物質が凝固するという可能性は否定的

であった。

5) 口針鞘は下唇溝の延長 として植物組織内で大小腮

刺針を結束するとともに,大 腮刺針に支持点を与え,小

腮刺針を能率的に前進させる 機能を有すると考 えられ

た。
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図版 ウンカ,ヨ コバ イ類の唾腺の 呈色 反応例。

1. ツマ グロヨコバ イ;ト ルイジンブルー超生体 染色:III組 織 は淡青～青紫色,ＩVは 不染,そ してV組 織 は

紺 色に着染 し,各 分泌組織の 生理機能の 分化 を示 している。

2. ツマ グロヨコバ イ;銀 親和反応:IV組 織のみが銀親和性 を呈 し,還 元性 物質(ポ リフェノール)の 存在

を示 している。

3. ヒメ トビウンカ;過 沃度酸 シ ッフ反応:炭 水化物 あるいは不飽 和脂質の存在を暗 示す る陽性 反応が,G-

H組 織 と副腺に認 められ る。

4. トビ イロウ ンカ;ズ ダンブラ ックB:脂 質 を含有 するG-H組 織が強い ズダン好性 を示し,濃 青色～

黒色に着染 して い る。


